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【１　組織の概要】

１　事業所名及び代表者名

　名称　　野田建設工業株式会社　　代表取締役　　　野田　武彦

　所在地　　本社 〒071-8112　旭川市東鷹栖東2条3丁目

                工場 〒071-8112　旭川市東鷹栖東2条4丁目1931-2-4

士別支店　〒094-0064　士別市川西町2139番1

　 

２　事業の概要及び事業規模
年度

区分

 土木工事業

 舗装工事業

 とび.土工工事業

 売上高

 販売量

 売上高

 事務所関係 0

 建設・排雪関係

 資材置場等

 事務所・工場等

３　環境管理責任者氏名　　事業部取締役部長　　高畑　哲也

　　担当者連絡先　　　    同上 E-mail : t_takahata@nodaken.co.jp

　　電話　０１６６－５７－５１４６　　FAX　０１６６－５７－８０９５

【２　認証登録範囲】

　①　野田建設工業株式会社の本社、工場及び士別支店　

　②　事業内容　

　　　ⅰ　建設業　〔土木工事業.舗装工事業.とび.土木工事業〕及び除排雪事業

　　　ⅱ　砂利採取業

　　　ⅲ　がれき類及び生コン汚泥のリサイクル（道路路盤材）事業

　　　ⅳ　産業廃棄物処理業（中間処理）

　③環境活動レポート（対象期間…R4年6月～R5年5月、発行日…R5年8月25日）
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【３　環境方針】

　　野田建設工業株式会社本社、工場及び士別支店では、建設工事業、排雪工事、

　廃棄物処理業及び砂利採取業を経営しており、建設業及び廃棄物処理業に関して

　環境経営の継続的改善の取り組みを行って、環境関連法規を遵守し健全な地域社会

　の発展に寄与し、社会に貢献することを基本方針とする。

　　当社の上記事業では、道路舗装工事、公道の排雪請負工事並びに廃棄物リサイク

　ル施設で使用する化石燃料の消費が環境負荷の最大の要因となっているため、環境

　関連の法規制及び地域社会のルールを遵守しながら次の事項を推進します。

記

 ・　エネルギーの使用削減に努めます。

 ・　資源の有効利用を図るため、再資源化に努め、製造過程において

　　効率的な活用、製品製造における廃棄物の削減に努めます。

 ・　環境に関する知識の普及啓蒙に努めます。

 ・　可能な範囲で自主基準を定め管理の向上に努めます。

 ・　職員及び関係者に対する知識の普及啓蒙に努めます。

令和3年 4月12日改訂

旭川市東鷹栖東2条3丁目

野田建設工業株式会社

代表取締役　　　野田　　武彦

【環境方針】
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【４　環境目標】

　中長期環境目標

購入電力

灯油

重油

ＬＰＧ

ガソリン

軽油

　産廃リサイクル量

　　※　全社（士別支店追加）統合数値である。

　　※ CO2等の削減は、事業量によるため設定しないが、エネルギーはH１8年度から実施しており、

限界と思われるため、基準年度数値を上回らないことを目標とする。

※　自社排出の産業廃棄物排出量については工事量により増減が激しく数量目標は

　　設定しないが、１００％リサイクルを継続していく。

※　事務用紙購入量は、両面使用をしており、工事内容に増減するため参考値とする。

※ 電力のCO2排出係数は、R1年度は北電のH29年の0.666値を使用した。

　　R4年度は0.656値を使用する。

※　化学物質は取り扱いが無いため、環境目標に入れていない。

【５　環境活動計画】

１　総エネルギー投入量の削減

　①　消費電力の削減

　　・　使用していない部屋及び休憩時間は、消灯する。

　　・　事務機器及び照明機器の交換時期には省エネタイプに取り替える。

　　・　工場機器の稼働は、空運転の防止に努める。

　②　冷暖房等燃料の効率化

　　・　夏期の冷房期間は温度計を設置して28度±１℃を守る。

　　・　当地域は、厳寒地域のため二重窓を装備して可能な限り21度±１℃を守る。

　③　重油燃料の効率化

　　・　発電機の空運転は、始業開始の必要時以外は行わない。

　④　プロパンガスの効率化

　　・　アスファルトフィニッシャはガス消費を抑制する高効率タイプのものを使用し、プロパンガス

　　　の消費を抑制する。

　⑤　自動車燃料の効率化

　　・　冬期間の始動は、アイドリングを初期５分以内とし、その他はＳＴＯＰを励行する。

　　・　車両交換時には、低燃費自動車を購入する。

　　・　急発進・急加速等アクセルむらのない安全運転を励行する。

　　・　交通制限速度を守り、効率的な運転を励行する。　

基準年度を上回らない

基準年の+10%を上回らない

基準年の+10%を上回らない

事業量によるため設定しない

基準年度を上回らない

基準年度を上回らない

評価の対象外

基準年度を上回らない

基準年度を上回らない

+2% +3% +4%

削
減

17,699.1

　事務用紙購入量 241.8

　水資源投入量 102.0
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　　・　車輌点検により、タイヤの空気圧を正常に保つ等して無駄な消費を防ぐ。

２　資源投入量の削減

　①　事務用紙は、使用済み用紙保管場所を設け、両面印刷を励行する。

　②　機器の交換時期には、両面印刷ができる機器に取り替える。

　③　スキャナーを使用し用紙の削減を図る。

３　循環資源の増加推進

　①　リサイクル事業の普及啓発をして原料の確保に努める。

　②　リサイクル率の向上のため、同業種と連携して技術研鑽を図る。

　③　リサイクル資源について、販路拡大のため、各種企業との連絡調整に努める。

4　その他

　①　環境活動は、「環境活動計画・実績表」を作成して事務所に掲示し、職員の喚起に努める。

　②　環境活動を推進するに当たり、環境マネジメントマニュアルの充実に努める。　

【６　環境目標の実績】

購入電力

灯油

重油

ＬＰＧ

ガソリン

軽油

　産廃リサイクル量

※電力のＣＯ２排出係数は、R1年度は北電のH29年値0.666とする。R4年度は0.656を使用する。
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【７　環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容】

１　温室効果ガスの削減について

　①　R4年度の化石燃料等の使用量の現況

　　・　電力は、66,176.5kWh使用して基準値比+18.00%であるが、建設工事が27.66%増加のため

　　　妥当と判断した。

　　　電力の消費削減の取組は年間を通して実施できた。

　　・　灯油は、3,2966.6L使用して基準値比8.385%増加となった。建設工事が

　　  増加している中、灯油の消費削減の取組活動は実施できた。

　　・　重油は、工場で使用している発電機が軽油使用に変更したため評価不要である。

　　・  LPGは、3,347.7L使用して基準値比-37.42%であった。建設工事の事業量増加の中で

      LPGの消費活動の取組活動は実施できた。

　　・  ガソリンは、2,3883.1L使用して基準値比-3.40%であったが、建設工事が

      増加しているので妥当と判断した。ガソリンの消費削減の実施はできた。

　　・  軽油は、514,126Lを使用して基値比-24.99%であったが、建設工事の増加の中で

      軽油の消費削減の取組は実施できた。

　②　R4年度の温室効果ガスの総排出量と評価

　　 　ＣＯ２は、1,517,395.71（CO2-kg）排出した。砂利の販売量は落ちたが、

　　産廃、工事の売り上げは増となった。しかし、CO2の排出量は、約22.38％減少した。

　　次年度もこのまま継続すべきと判断した。

   ＣＯ２排出量（ｋｇ－ＣＯ２）

　総生産量当たり

　総売上げ当たり

　総従業員当たり

２　循環資源の削減

①事務用紙は基準年から21.38%減少となり、基準年+10%の目標率を達成できた。

　事務用紙使用材料削減の取組はできた。ただし、工事内容に増減するため参考値とする。

②水資源は基準年から7.84%減少した。基準年+10%以下であり、水資源の使用削減の

　取組は実施できた。

３　循環資源の増加推進

　　①　廃棄物の再資源化は、11,344.9ｔリサイクルをしたが、+3%の増加計画に対し35.90%減少した。

　自社排出の産業廃棄物排出量については工事量により増減が激しく数量目標は設定しないが、

　１００％リサイクルを継続していく。

４　その他

　　①　砂利は、67,897㎥販売し、基準年に対し約14.1%減少した。

５　環境活動の内容については、特に問題はないため次年度も継続すべきと判断した。

42,149.88
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-22.38%

※　総生産量は、次の
合計量
ⅰ建設の再生利用量
ⅱ産廃の再生利用量
ⅲ砂利の販売量

ｔ/t 22.11

1,926.14

ｔ/人 54,301.18

単位 R元年度

-24.40%

19.15

増減率

1,456.09

-13.40%

ｔ/百万円

R4年度



【８　環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無】

　①　環境関連法規は、毎年5月末日に行政機関のＨＰ等で改廃等をチェックして当社に必要な

　　法律を次表のとおり確認してるため、適切と評価している。

　　　適用法令 　　　　主な要求事項 　確認状況

廃棄物の投棄・焼却の禁止規定 遵守確認

無許可営業の禁止規定 遵守確認

廃棄物処理法 処理施設の設置許可規定 遵守確認

産廃の処理（運搬・保管・処分）基準 遵守確認

産廃の委託基準 遵守確認

管理票の交付・回付・報告規定 遵守確認

道路運送車両法 車両の排ガス・騒音基準 車検で確認

水質汚濁防止法 公共水域へ油流出に関する措置・報告規定 －

大気汚染防止法 一般粉じん発生施設の適正管理 遵守確認

騒音振動法 鉱物用破砕機の基準 －

フロン抑制法 建設重機の管理及び記録 遵守確認

廃家電ﾘｻｲｸﾙ法 排出者のﾘｻｲｸﾙ規定 －

廃自動車ﾘｻｲｸﾙ法 排出者のﾘｻｲｸﾙ規定 －

グリーン購入法 事業者の環境物品等の取入れ規定 適宜実施

消防法 消防設備等の定期点検 適宜実施

　②　環境関連法規について、過去３年間に違反はなく訴訟の事実もありません。

【９　代表者による全体評価と見直しの記録】

１　環境方針

　　現状のままとする。

２　環境目標・環境活動

　ⅰ　環境目標は、令和元年度を基準値とした。

　ⅱ　環境活動は、従前のとおりとする。

３　システム・役割等

　　士別支店の規模は現業の2名のみのため、EMSの文書等は本社で一括維持管理をする。
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【１０　認定制度に係る情報の記録】

１　会社情報

　野田建設工業株式会社

　旭川市東鷹栖東2条3丁目

 ①　創業（有限会社）開始年月日…S43年12月10日

 ②　組織（株式会社）変更年月日…S54年03月08日

  4020万円

　取締役　野田武彦（H28年6月1日就任）

　取締役　野田竜也（R4年11月1日就任）

　取締役　原美智子（H14年2月28日就任）

　取締役　丸山正人（H25年8月5日登記）

　取締役　佐藤康則（H18年6月14日就任）

　取締役　五十嵐さおり（R4年11月1日就任）

　取締役　熊谷政行（R5年2月1日就任）

　取締役　高畑哲也（H30年6月1日就任）

　３６人

 S43年12月に資本金150万円で野田砂利有限会社を設立。 '80年以降

は数社の建設会社と合併を行い、現在の資本金は4,020万円。

現在は公共事業を中心とする建設業者である。

２　許可の内容（事業計画の概要、処理業の許可証）　

　①　許可内容〔産業廃棄物（がれき類及び汚泥）の再資源化〕

破砕機の設置（道庁） 法施行前から設置のため見なし設置

事 業 経 歴

　廃棄物処理法
許可年月日

許可等番号 許可品目等

 産廃の運搬（知事）

資 本 金

代 表 者

役 員 等

従 業 員 数

名 称

所 在 地

第00120004844号
R10.7.21

R5.7.21

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維
くず、動植物性残さ、金属くず、ガラスくず、コンクリート
くず及び陶磁器くず、がれき類、動物のふん尿。積替
保管なし。

R5.7.22

許
可
等

-

-7-

設 立 年 月 日

再生骨材の製造（破砕（ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁器くず、がれき類））

産廃の中間処分業（旭川） 第０５０２０００４８４４号
破砕（ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁
器くず、がれき類）、固化（汚泥）。R10.7.21

-

産廃の中間処分業（知事）
R5.7.22

第００１００００４８４４号

R10.7.21

許 可 期 限



３　施設及び処理の状況

　①　収集運搬車両の種類と台数

日野 旭川 130 さ 5157 ダンプ

日野 旭川 130 さ 5144 キャブオーバー

3,750

2,000

2,000

旭川 100 す 251

2,000

キャブオーバー

台

1

2

3

ダンプ

ダンプ

ダンプ

車両番号 形状

日野

7

8

車名 最大積載量(kg)

いすず4

5

6

三菱ふそう

三菱ふそう

トヨタ

3,650

2,000

2,000

3,150

2,000

旭川 430 さ 5145

キャブオーバー

キャブオーバー

キャブオーバー

旭川 100 さ 66

旭川 45 せ 8985

旭川 430 さ 5156

旭川 100 さ 6976

旭川 100 す 250
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10 トヨタ 旭川 800 さ 6614 道路作業車 165

11 ニッサン 旭川 800 さ 7870 道路作業車 165

165

9

いすず

いすず

マツダ 旭川 830 さ 5142 道路作業車12

15 いすゞ 旭川 800 は 2494 清掃車 3,700

13 トヨタ 旭川 830 さ 5155 道路作業車 1,250

14 日野 旭川 130 さ 5141 キャブオーバー 2,000



　②　処分（中間処理）業の施設

　ⅰ　旭川市

　処理施設の種類 固化施設

　処理産廃の種類 生コンスラッジ

　設置年月日

　設置場所

　処理能力

　処理方式 固化　破砕

　　2)　保管場所（面積）及び保管の種類（量）等

　　　・保管場所1…旭川市東鷹栖東2条3丁目1931番4…保管面積（2,125㎡）

　　  ・種類…ガラス等くず/がれき類・量…保管上限量・高さ（5,807.2㎥・4ｍ）

　　　・保管場所2…旭川市東鷹栖東2条4丁目1931番2（ｱｽﾌｧﾙﾄ…1,200㎡・汚泥…64㎡）

　　　・種類１…アスファルト・量…保管上限量・高さ（2,901㎥・4ｍ）

　　　・種類２…汚泥量…保管上限量（110㎥）

　ⅱ　士別市

　処理施設の種類

　処理産廃の種類

　設置年月日

　設置場所

　処理能力

　処理方式

　　2)　保管場所（面積）及び保管の種類（量）等

　　・保管場所…士別市川西町2139番1…保管面積（保管場所１…2,000㎡　保管場所２…360㎡）

　　・種類…がれき類…保管上限量・高さ（保管場所１ 5,266.7㎥・4ｍ保管場所２ 360m
3
・3m）

　　・種類…ｶﾞﾗｽ等くず…保管上限量・高さ（150.7㎥・2ｍ）

　③　事業場の処理工程図 ※　破砕（廃プラ、金属、ガラス）

　　1）　がれき類（アスコン・コンクリート・ＣＰ支柱）

　　2）　生コンスラッジ

破砕

　破砕機

　ｶﾞﾗｽｸｽﾞ､ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず 　がれき類

平成４年4月2７日 平成13年4月25日
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セメント
砂利等追加

　士別市川西町2139番1

売却等

処理受入

混練・固化
破砕・

粒度調整

路盤材

売却等

800t/日　100t/Ｈ

破砕

金属資源

処理受入 破砕
選別・

粒度調整

売却等

平成11年5月20日

　破砕機

　ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器等くず/がれき類

　旭川市東鷹栖東2条4丁目

平成9年6月12日

路盤材

1,840t/日　・　230t/時 256㎥/日・32㎥/時



　④　処理実績

　　1）　収集運搬の実績なし

　　２）　中間処理の実績 (R4年度)

 6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  5月

　　3）　中間処理の結果 (R4年度)

　　ⅰ 中間処理受託・処理投入量…

　　ⅱ 再資源化生産量…

　　ⅲ 中間処理後の廃棄物量…0t

４　処理料金の提示

　　処理料金は、種類、量等により計算いたします。

　　なお、見積もりは無料で行います。詳細は電話(0166－57－5146)でご相談ください。

５　組織（産業廃棄物処理業）体制

　　（部門別人員配置図、環境保全技術資格種類別人数、処理業講習受講状況）

　①　組織体制

　②　処理業講習受講状況

　　　産業廃棄物・特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習（更新）処分課程
                                                              （2022年9月16日第2022KS011号）
　　　産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の許可申請に関する講習（更新）収集運搬課程
                                                              （2022年9月15日第2022KU051号）
     産業廃棄物中間処理施設技術管理者（修了認定番号023993）

６　地域融和

　　当社の施設は、利害関係者に対し公開するので、事前に連絡願います。

７　環境保全への取組み

　エコアクション２１認証登録平成18年3月13日（番号００００６５４）…以降更新

１９人

建設・排雪関係

155 879 738 8,084.0

11,344.9

1,580.80 810

1,668

11 4 10

46738 172 86936

4月

88.76 143.1 404195.8 151.1 0

11,344.9t

11,344.9t

115.4

　　6人 工場９人 士別２人

00 0 0

役員会

代表取締役

事務部門 ﾘｻｲｸﾙ部門

ｽﾗｯｼﾞ処理
（旭川）

334 0 437 0 0

86 298 1,283933 324 134

0

　合　計 1,066 2,416 1,021 1,064 1,052

3,263.3

1,680.2

2265 430 934

145

CP支柱（旭川） 26.84

373

119.9

506 368

370

127 75 41

4,820.7

365

151.4 154.3 129.6

上記計 705

46

計1月 2月 3月

が
れ
き
類

旭川分 453

277 492 320

153 442 616

士別分 252 297

3731968
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